
三
国
（
印
度
・
中
国
・
日
本
）
に
亘
る
浄
土
真
宗
の
展
開

1

　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
驚
聖
人
（
＝
七
三
－
一
二
六
三
）
は
主
著
『
顕
浄
土
真

実
春
窮
証
文
類
』
（
『
教
行
信
証
』
）
の
「
土
樽
」
に

　
　
臆
、
弘
誓
の
強
縁
多
生
に
も
も
う
値
ひ
巨
く
、
真
実
の
浄
信
億
劫
に
も
獲
巨

　
　
し
。
遇
た
ま
行
信
を
獲
ば
遠
く
宿
縁
を
慶
べ
。
（
中
略
）
袈
に
愚
禿
釈
の
親

　
　
言
句
ば
し
い
哉
。
西
町
月
面
の
聖
典
、
東
夏
日
域
の
三
千
に
、
遇
ひ
難
く
し

　
　
て
今
遇
こ
と
を
得
た
り
、
聞
き
難
く
し
て
巳
に
聞
く
こ
と
を
得
た
り
。
真
宗

　
　
の
教
行
証
を
敬
信
し
て
特
に
如
来
の
恩
徳
深
き
こ
と
を
知
ん
ぬ
。
（
真
聖
全

　
　
二
の
こ

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
自
身
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
教
え
（
浄
土
真
宗
の
教
え
）

に
よ
り
救
い
を
得
た
こ
と
の
慶
び
を
述
べ
、
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
如
来
（
阿

弥
陀
仏
）
の
力
に
よ
り
、
遇
う
こ
と
の
難
し
い
西
蕃
月
忌
（
印
度
地
方
）
の
聖
典

（
経
典
や
高
僧
の
論
釈
）
や
東
夏
（
中
国
）
日
域
（
日
本
）
の
師
釈
（
高
僧
の
論

釈
）
に
遇
う
こ
と
が
で
き
、
教
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
真
宗
の

教
行
証
（
浄
土
真
宗
の
教
え
）
を
信
じ
救
い
を
慶
ぶ
身
と
な
っ
て
、
強
く
如
来

（
阿
弥
陀
仏
）
の
恩
徳
の
深
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
自
ら
の
感
激
を

紅
楳
英

．
L

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
宗
派
と
し
て
の
浄
土
真
宗
の
宗
祖
は
親
鶯
（
親
鴛
聖
人
の
略
。
以
下

同
）
で
あ
り
、
ま
た
浄
土
真
宗
の
教
え
は
二
二
の
教
え
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
ば

な
い
の
で
あ
る
が
、
親
鶯
に
と
っ
て
浄
土
真
宗
と
は
、
印
度
に
生
ま
れ
た
釈
尊
か

ら
始
ま
り
、
印
度
、
中
国
、
日
本
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
浄
土
の
真
実
の
教
え
と
い

う
意
味
な
の
で
あ
る
（
－
）
。

　
親
鶯
が
そ
れ
に
よ
っ
て
救
い
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
さ
ら
に
親

鶯
に
よ
り
展
開
さ
れ
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
親
心
は
『
末
灯
下
』
　
一
に

　
　
浄
土
宗
の
な
か
に
真
あ
り
仮
あ
り
。
真
と
い
ふ
は
選
択
本
願
な
り
、
仮
と
い

　
　
ふ
は
章
草
十
善
な
り
。
選
択
本
願
は
浄
土
真
宗
な
り
。
定
散
二
善
は
方
便
仮

　
　
門
な
り
。
浄
土
真
宗
は
大
乗
の
中
の
至
極
な
り
。
（
真
聖
全
二
の
六
五
七
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
選
択
本
願
は
浄
土
真
宗
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
選
択
本
願
即
ち
第
十
八
願
の
教
法
が
浄
土
真
宗
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
し
て

ま
た
こ
れ
が
「
大
乗
の
中
の
至
極
な
り
」
と
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
親
骨
は

自
分
自
身
が
救
い
を
得
た
浄
土
真
宗
こ
そ
が
大
乗
仏
教
の
中
で
最
も
優
れ
た
教

法
、
即
ち
仏
教
の
中
で
最
も
優
れ
た
教
法
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
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し
て
勝
手
な
独
断
で
あ
る
と
非
難
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
お
よ
そ
宗
教
の
教

祖
、
開
祖
に
と
っ
て
自
己
の
説
く
教
え
こ
そ
が
、
自
己
が
悟
り
も
し
く
は
救
済
を

得
た
教
え
で
あ
り
、
自
己
に
と
っ
て
最
高
の
唯
一
無
二
の
教
え
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。　

本
稿
で
は
親
驚
が
い
う
西
蕃
月
毛
の
聖
典
、
東
夏
日
域
の
師
釈
を
窺
い
、
三
国

（
印
度
、
中
国
、
日
本
）
に
亘
る
展
開
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
そ
の
か
な
め
と
な
っ
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
に
視
点
を
お
い
て
考
究
す
る
こ

と
に
す
る
。

一
　
釈
尊
の
出
世
本
懐
と
七
三
の
選
定

　
痘
毒
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
「
教
護
」
に

　
　
下
れ
真
実
の
教
を
顕
さ
ば
則
ち
『
大
元
量
寿
経
』
是
也
。
斯
の
経
の
大
意
は

　
　
（
中
略
）
如
来
の
本
願
を
説
い
て
経
の
宗
致
と
為
す
、
即
ち
仏
の
名
号
を
以

　
　
て
経
の
体
と
為
る
也
（
真
聖
全
二
の
二
）

と
述
べ
て
、
真
実
の
教
は
『
大
元
量
金
野
』
（
『
元
量
寿
経
』
）
の
所
説
で
あ
り
、

如
来
の
本
願
（
阿
弥
陀
如
来
の
第
十
八
願
）
の
教
法
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
「
教
巻
」
の
終
わ
り
に

　
　
誠
に
是
れ
如
来
興
世
之
正
説
、
奇
特
最
勝
之
妙
典
、
（
真
平
全
二
の
四
）

と
述
べ
て
、
如
来
の
本
願
が
説
か
れ
て
い
る
『
大
元
量
寿
経
』
が
真
実
の
教
で
あ

り
、
出
世
本
懐
の
教
で
あ
る
と
し
、
『
顕
浄
土
真
実
並
行
証
文
類
』
の
「
上
巻
」

の
終
わ
り
に
あ
り
、
古
来
「
粗
一
宗
大
綱
の
要
義
を
述
ぶ
」
と
い
わ
れ
る
互
『
正

信
偶
』
に
は

　
　
如
来
世
に
鳴
出
し
た
ま
ふ
所
以
は
　
唯
彌
陀
の
本
願
海
を
説
か
む
と
な
り
。

　
　
（
真
聖
全
二
の
四
三
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
老
鶯
は
八
万
四
千
の
法
門
と
い
わ
れ
る
釈
迦
一
代
の
諸
教
の
中
で

彌
陀
の
本
願
（
第
十
八
願
）
の
説
か
れ
た
『
大
元
量
寿
経
』
が
真
実
の
教
で
あ

り
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
の
経
で
あ
る
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
『
正
信
偶
』
依
釈
段
に

　
　
印
度
西
天
講
論
家
　
中
夏
日
域
之
高
僧
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
し
　
如
来
の

　
　
本
誓
機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
す
（
真
聖
全
二
の
四
四
）

と
述
べ
て
、
印
度
西
天
（
印
度
地
方
）
の
論
家
、
中
夏
日
域
（
中
国
、
日
本
）
の

高
僧
が
大
聖
（
釈
尊
）
が
こ
の
世
に
出
て
き
た
正
し
い
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
如

来
（
彌
陀
）
の
本
願
が
機
に
応
ず
る
こ
と
、
即
ち
罪
の
深
い
者
を
救
う
た
め
に
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
親
書
は
「
大
聖
興
世
の
正

意
を
顕
し
、
如
来
の
風
害
が
機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
し
た
」
人
達
と
し
て
龍

樹
、
養
親
く
世
親
V
（
印
度
）
、
曇
鶯
、
道
緯
、
善
導
（
中
国
）
、
源
信
、
源
空

〈
法
然
〉
（
日
本
）
の
七
人
（
七
高
僧
）
を
選
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
七
祖
選
定
の
理
由
と
し
て
従
来
種
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
出
版
さ
れ
た

本
願
寺
派
勧
学
寮
編
に
そ
れ
を
ま
と
め
て

　
一
、
製
作
の
有
無
目
著
述
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と

　
二
、
所
説
の
了
否
口
説
い
て
い
る
こ
と
が
本
願
の
趣
旨
に
か
な
っ
て
い
る
か
ど

　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
を

　
　
う
カ
と
レ
う
こ
と

　
三
、
開
顕
の
釈
功
“
先
人
の
解
釈
の
踏
襲
で
は
な
く
、
そ
の
人
独
自
の
見
解

　
　
（
こ
れ
を
発
揮
と
い
う
）
が
、
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
（
3
）

と
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
親
驚
自
身
が
『
正
信
偶
』
に
「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕

し
、
如
来
の
動
軸
機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
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こ
の
中
で
も
二
の
「
説
い
て
い
る
こ
と
が
本
願
（
第
十
八
願
）

て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
」
に
早
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

の
趣
旨
に
か
な
つ

　
　
　
　
二
　
龍
樹
、
三
親
〈
三
親
〉
（
印
度
）
の
釈
義

　
龍
樹
〈
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
〉
（
二
世
紀
後
半
）
は
大
乗
仏
教
の
祖
と
い
わ
れ
、

ま
た
八
宗
の
祖
師
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
著
書
は
多
い
が
浄
土
真
宗
に
関
わ
り
の

深
い
の
は
『
十
住
詳
言
彫
塗
』
と
『
十
二
礼
』
で
あ
る
。
親
心
は
『
正
信
偶
』
の

龍
樹
の
下
に

　
　
難
行
の
陸
路
苦
し
き
こ
と
を
顕
示
し
て
　
易
行
の
水
道
楽
し
き
こ
と
を
信
楽

　
　
せ
し
む
　
彌
陀
仏
の
本
願
を
憶
念
す
れ
ば
　
自
然
に
即
の
時
に
必
定
に
い
る

　
　
　
唯
能
く
常
に
如
来
の
号
を
称
し
て
　
大
悲
弘
誓
の
恩
を
報
ず
べ
し
と
い
へ

　
　
り
（
真
症
全
二
の
四
四
）

と
述
べ
て
い
る
。
難
行
の
陸
路
（
自
力
の
道
）
は
苦
し
い
か
ら
易
行
の
水
道
（
他

力
の
道
）
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
、
彌
陀
の
本
願
を
信
じ
た
と
き
に
不
退
の
位

に
い
る
の
で
あ
る
。
仏
の
名
を
称
え
（
念
仏
し
て
）
彌
陀
の
御
恩
に
感
謝
し
な
さ

い
と
い
わ
れ
て
い
る
と
讃
じ
て
い
る
。
龍
樹
の
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
の
釈
功
は

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
難
行
道
（
自
力
）
と
易
行
道
（
他
力
）
を
示
し
て
易

行
道
（
他
力
）
に
よ
る
べ
き
こ
と
、
本
願
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
往
生
が
決
定

し
、
現
生
に
必
定
の
位
（
現
生
不
退
位
、
現
生
正
定
聚
の
位
）
に
入
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
必
定
の
位
（
現
生
正
定
聚
の
位
）
を
得
た
あ
と
で
称
え
る
念
仏
は
報

恩
の
念
仏
（
称
名
報
恩
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
三
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
難

行
道
（
自
力
）
と
易
行
道
（
他
力
）
の
自
力
・
他
力
の
問
題
は
皇
祖
に
お
い
て
共

通
で
あ
る
が
、
現
生
不
退
（
現
生
正
定
聚
）
は
親
鴛
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も

の
で
あ
る
。
『
大
元
量
説
経
』
所
説
の
十
一
願
文
は

　
　
設
ひ
我
仏
を
得
ん
に
、
国
の
中
の
人
天
、
定
聚
に
住
し
、
必
ず
滅
度
に
至
ら

　
　
ず
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
（
真
聖
全
一
の
九
）

と
あ
る
よ
う
に
、
願
文
の
当
面
で
は
現
世
に
お
け
る
正
定
聚
（
現
生
正
定
聚
）
で

は
な
く
、
死
後
浄
土
で
得
る
不
退
（
彼
土
不
退
、
国
土
正
定
聚
）
な
の
で
あ
る
。

龍
樹
の
『
十
住
毘
婆
沙
鶏
』
は
聖
道
経
典
で
あ
る
『
華
厳
経
』
の
錆
地
品
を
解
釈

し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
現
生
不
退
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
親
鶯
は
そ
れ
に
よ
っ
て
浄
土
教
に
お
け
る
現
生
不
退
（
現
生
正
定
聚
）
を
述

べ
た
の
で
あ
る
（
三
。
そ
し
て
本
願
を
信
じ
て
現
生
不
退
（
現
生
正
定
聚
）
の
身
に

な
り
、
そ
の
上
で
の
称
名
報
恩
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
天
親
〈
世
親
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
〉
（
四
〇
〇
年
頃
）
は
鍮
愚
行
唯
識
派
の
完

成
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
「
千
部
の
論
主
」
と
い
わ
れ
多
く
の
著
述
が
あ
る
が
浄

土
真
宗
に
関
わ
る
も
の
は
『
浄
土
論
』
（
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
畢
生
偶
）
で
あ
る
。

　
『
正
信
偶
』
の
二
親
の
下
に
は

　
　
広
く
本
願
力
の
回
向
に
由
り
て
　
群
生
を
度
せ
ん
が
為
に
一
心
を
彰
は
す

　
　
功
徳
大
宝
海
に
帰
題
す
れ
ば
　
必
ず
大
会
衆
の
数
に
入
る
こ
と
を
獲
　
蓮
華

　
　
蔵
世
界
に
至
る
こ
と
を
得
れ
ば
　
即
ち
真
如
法
性
の
身
を
証
せ
し
む
と
　
煩

　
　
悩
の
林
に
遊
ん
で
神
通
を
現
じ
　
生
死
の
薗
に
入
り
て
応
化
を
示
す
と
い
へ

　
　
り
（
真
聖
全
二
の
四
五
）

と
述
べ
て
、
天
仁
が
本
願
の
三
布
（
至
心
、
信
楽
、
蒲
生
）
を
衆
生
に
解
り
安
く

す
る
た
め
に
一
心
で
彰
し
、
一
心
（
信
心
）
一
つ
で
浄
土
往
生
で
き
る
こ
と
を
示

し
、
そ
れ
を
す
す
め
た
。
浄
土
に
生
ま
れ
た
ら
仏
と
な
り
、
迷
い
の
世
界
に
入
り

て
他
者
を
救
う
と
い
わ
れ
て
い
る
と
讃
じ
て
い
る
。
親
驚
の
信
心
の
考
え
お
よ
び
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往
生
思
想
に
与
え
た
影
響
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

三
　
三
三
、
三
三
、
善
導
（
中
国
）
の
釈
義

　
曇
鶯
（
四
七
六
－
五
四
二
）
は
著
述
に
『
浄
土
論
』
（
無
量
寿
経
優
婆
画
学
説

話
偶
）
の
注
釈
書
で
あ
る
『
往
生
論
註
』
（
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
轟
然
註
）
二

巻
、
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
、
そ
れ
と
真
撰
で
あ
る
か
否
か
不
明
の
『
略
論
安
楽
浄
土

義
』
と
が
あ
る
。
『
正
信
偶
』
の
曇
轡
…
の
下
に

　
　
天
親
菩
薩
の
論
を
註
解
し
て
　
報
土
の
因
果
を
誓
願
に
顕
す
　
往
還
の
回
向

　
　
は
他
力
由
る
　
正
定
之
因
は
唯
信
心
な
り
　
惑
染
の
凡
夫
信
心
発
す
れ
ば

　
　
生
死
即
詰
葉
な
り
と
二
三
せ
し
む
　
必
ず
無
量
光
明
土
に
至
れ
ば
　
諸
有
の

　
　
衆
生
を
皆
普
く
化
す
と
い
へ
り
（
真
梶
全
二
の
四
五
）

と
述
べ
て
い
る
。
天
親
の
『
浄
土
論
』
を
註
解
し
て
、
浄
土
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願

に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
往
還
の
二
回
向
を
述

べ
、
こ
れ
が
す
べ
て
他
力
に
よ
る
と
こ
ろ
と
し
、
自
分
が
浄
土
に
生
ま
れ
て
悟
り

を
開
い
た
ら
（
往
相
回
向
）
、
他
者
を
救
う
た
め
に
こ
の
世
に
こ
の
世
に
か
え
る

（
還
相
回
向
）
と
い
わ
れ
て
い
る
と
讃
じ
て
い
る
。
曇
鶯
の
往
還
二
回
向
論
は
親

鶯
の
他
力
回
向
義
の
釈
顕
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
道
者
（
五
六
ニ
ー
⊥
ハ
四
五
）
は
四
十
八
才
の
春
曇
鶯
の
事
績
を
記
し
た
碑
文
に

触
れ
て
浄
土
教
に
帰
し
た
。
著
述
は
『
安
楽
集
』
二
巻
で
あ
る
。
『
正
信
偶
』
に

は　
　
道
志
聖
道
の
証
し
難
き
こ
と
を
決
し
　
唯
浄
土
の
通
入
す
べ
き
こ
と
を
明
か

　
　
す
万
善
の
自
力
勤
修
を
既
す
円
満
の
徳
号
専
称
を
勧
む
三
不
三
信
の

　
　
召
命
勲
に
し
て
　
像
末
法
滅
同
じ
く
悲
引
す
　
一
生
悪
を
造
れ
ど
も
弘
誓
に

　
　
値
ひ
ぬ
れ
ば
　
安
養
界
に
至
り
て
妙
果
を
証
せ
し
む
と
い
へ
り
（
真
聖
全
二

　
　
の
四
五
）

と
あ
る
。
聖
道
門
に
よ
る
べ
き
で
な
く
、
浄
土
門
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
自

力
の
行
に
よ
ら
ず
、
他
力
の
念
仏
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
自
力
の
信

心
で
な
く
、
他
力
の
信
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
こ
の
他

力
念
仏
の
教
え
は
像
法
、
末
法
、
た
と
え
法
要
の
と
き
で
も
人
々
を
救
う
こ
と
の

で
き
る
教
え
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
一
生
悪
を
造
っ
た
も
の
も
本
願
の
救
い
に
値

え
ば
救
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
と
讃
じ
て
い
る
。
末
法
の
世
に
お
い
て
は
聖
道

門
に
よ
ら
ず
浄
土
門
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
の
が
大
き
な
勲
功
で
あ
る
。

　
善
導
（
六
＝
ニ
ー
六
八
一
）
は
著
述
に
『
観
経
四
帖
疏
』
（
「
玄
義
分
」
、
「
序
分

義
」
、
「
定
善
義
」
、
「
至
善
義
」
）
四
巻
、
『
法
事
讃
』
二
巻
、
『
観
念
法
門
』
、
『
往

生
礼
讃
』
、
『
般
舟
讃
』
が
あ
る
。
『
正
信
偶
』
に
は

　
　
善
導
独
り
仏
の
正
意
を
明
か
せ
り
　
定
散
と
逆
悪
と
を
衿
哀
し
て
　
光
明
名

　
　
号
の
因
縁
を
顕
す
　
本
願
の
大
智
海
に
開
入
す
れ
ば
　
行
者
正
し
く
金
剛
心

　
　
を
受
け
し
め
　
慶
喜
の
一
念
相
応
し
て
後
章
提
と
等
し
く
三
忍
を
得
　
即

　
　
ち
法
性
双
翼
楽
を
証
せ
し
む
と
い
へ
り
（
真
聖
全
二
の
四
四
）

と
あ
る
。
即
ち
善
導
が
当
時
の
聖
道
門
（
自
力
仏
教
）
の
諸
師
が
『
観
経
』
の
解

釈
を
間
違
え
て
い
た
中
で
善
導
が
独
り
仏
の
正
意
を
明
ら
か
に
し
、
凡
夫
往
生
の

他
力
念
仏
の
教
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
い
わ
ゆ
る
古
今
楷
定
（
古
今
の
誤
り
を
た

だ
し
、
真
意
を
あ
き
ら
か
に
す
る
）
を
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
本
願
を
信
ず
る
身

に
な
っ
た
な
ら
ば
、
我
々
は
凡
夫
で
あ
る
章
提
希
の
よ
う
に
救
わ
れ
て
浄
土
に
生

ま
れ
て
悟
り
を
開
く
と
い
わ
れ
て
い
る
と
讃
じ
て
い
る
。
『
観
経
』
が
凡
夫
往
生

を
説
く
経
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
第
十
八
願
の
「
乃
至
十
念
」
を
「
下
至

宮
阜
」
と
釈
し
て
念
仏
往
生
を
す
す
め
た
の
が
善
導
の
大
き
な
勲
功
で
あ
る
。
後
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の
日
本
の
源
空
（
法
然
）
は
「
偏
に
善
導
一
業
に
依
る
」

一
の
九
九
〇
）
と
述
べ
て
敬
っ
て
い
る
。

（『

I
択
集
』
、
真
聖
全

四
　
源
信
、
源
空
〈
法
然
〉
（
日
本
）
の
釈
義

　
源
信
（
九
四
ニ
ー
一
〇
一
七
）
は
著
述
と
目
さ
れ
て
い
る
も
の
は
多
く
あ
る
が

浄
土
真
宗
と
関
わ
り
の
あ
る
の
は
『
往
生
要
集
』
三
巻
で
あ
る
。
『
正
信
偶
』
に

は　
　
源
信
広
く
一
代
経
を
開
い
て
　
偏
に
安
養
に
帰
し
て
一
切
を
勧
む
　
専
雑
の

　
　
執
心
浅
深
を
判
じ
て
　
報
化
二
世
正
し
く
弁
拝
せ
り
　
極
重
の
悪
人
は
唯
仏

　
　
を
称
す
べ
し
　
我
ま
た
彼
の
摂
取
の
中
に
在
れ
ど
も
　
煩
悩
眼
を
鄭
げ
見
ず

　
　
と
錐
も
　
大
悲
倦
き
こ
と
な
く
て
常
に
我
を
照
ら
し
た
ま
ふ
と
い
へ
り
（
真

　
　
聖
全
二
の
四
五
）

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
源
信
は
釈
迦
一
代
の
教
え
を
開
き
、
そ
の
中
で
阿
弥
陀
仏

の
浄
土
の
教
え
に
帰
し
て
、
一
切
の
人
々
に
す
す
め
た
。
自
力
の
信
は
浅
く
他
力

の
信
は
深
い
こ
と
を
示
し
、
自
力
の
者
は
化
土
に
生
ま
れ
、
他
力
の
者
は
報
土
に

生
ま
れ
る
と
述
べ
た
。
罪
の
深
い
悪
人
は
念
仏
し
な
さ
い
。
私
も
救
い
の
中
に
あ

り
ま
す
。
煩
悩
に
眼
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
仏
の
光
は
常

に
私
を
照
ら
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
と
讃
じ
て
い
る
。
浄
土
に
報
土
と
化
土

の
二
土
と
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
の
は
源
信
の
大
き
な
釈
顕
で
あ
っ
た
。

　
源
空
〈
法
然
〉
（
一
＝
三
ニ
ー
一
二
一
二
）
は
著
述
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
』

で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
親
鶯
は
浄
土
真
宗
の
継
承
者
と
し
て
七
高
僧
を
選
定
す

る
の
で
あ
る
が
、
直
接
会
う
機
会
が
あ
っ
た
の
は
源
空
の
み
で
あ
り
、
正
命
は
面

授
親
承
の
師
で
あ
る
。
し
か
も
曇
空
の
導
き
に
よ
り
、
自
力
の
道
を
棄
て
、
他
力

の
道
で
あ
る
浄
土
真
宗
に
帰
窪
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
番
大
き
な
影
響
を
受
け

た
人
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
『
高
僧
和
讃
』
に

　
　
砿
劫
多
生
の
あ
ひ
だ
に
も
　
出
離
の
強
縁
し
ら
ざ
り
き
　
本
師
源
空
い
ま
さ

　
　
ず
ば
　
こ
の
た
び
む
な
し
く
す
ぎ
な
ま
し
（
三
聖
全
二
の
五
＝
二
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
正
信
偏
』

に
は

　
　
本
爆
圧
空
は
仏
教
に
明
ら
か
に
し
て
　
善
悪
の
凡
夫
人
を
憐
患
せ
し
む
　
真

　
　
宗
の
教
証
を
辺
州
に
興
す
　
選
択
本
願
を
悪
世
に
弘
む
　
生
死
輪
転
の
家
に

　
　
還
来
す
る
こ
と
は
　
決
す
る
に
無
情
を
以
て
所
止
と
な
す
　
速
や
か
に
寂
静

　
　
元
為
の
楽
に
入
る
こ
と
は
　
必
ず
信
心
を
以
て
能
乱
す
と
い
へ
り
（
真
聖
全

　
　
二
の
四
六
）

と
述
べ
て
い
る
。
尊
い
師
で
あ
る
源
空
は
凡
夫
を
憐
れ
み
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
の

教
え
で
あ
る
浄
土
真
宗
を
日
本
に
興
し
、
第
十
八
願
の
他
力
の
教
え
を
悪
世
に
弘

め
た
。
迷
い
の
家
に
か
え
る
の
は
疑
い
の
こ
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
と
り

の
世
界
に
入
る
の
は
だ
だ
信
心
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
と
讃
じ
て
い
る
。

　
法
然
の
主
張
の
要
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
三
選
の
文
に

　
　
夫
れ
速
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
は
ば
、
二
種
の
勝
法
の
中
に
、
且
く
聖
道
門

　
　
を
曳
き
て
浄
土
門
に
入
れ
。
浄
土
門
に
入
ら
ん
と
欲
は
ば
正
・
雑
二
行
の
中

　
　
に
、
猶
助
士
を
傍
に
し
て
選
び
て
正
定
を
専
ら
に
す
べ
し
。
正
定
之
業
と
は

　
　
即
ち
是
仏
の
名
を
称
す
る
な
り
、
称
名
は
必
ず
生
を
得
、
仏
の
本
願
に
依
る

　
　
が
故
に
。
（
真
鯉
全
一
の
九
九
〇
）

と
あ
る
よ
う
に
、
聖
道
門
・
諸
行
を
廃
呈
し
、
一
切
の
自
力
的
要
素
を
否
定
し
て

「
仏
の
本
願
に
依
る
が
故
に
」
を
根
拠
と
し
、
本
願
（
第
十
八
願
）
の
文
の
「
乃

至
十
念
」
を
「
下
翼
去
声
」
と
釈
し
た
善
導
の
意
を
継
承
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
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徹
底
し
念
仏
の
み
が
本
願
の
行
で
あ
り
、
勝
易
二
徳
を
具
え
た
も
の
で
あ
り
、
他

の
行
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
勝
れ
た
行
で
あ
る
と
し
た
念
仏
一
行
専
修
の
主
張
を

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
行
の
中
の
助
業
の
兼
修
も
否
定
す
る
も
の
で
あ

り
（
5
）
、
念
仏
思
想
に
お
い
て
大
き
な
展
開
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

五
　
親
鶯
の
発
揮

　
『
正
信
偶
』
の
結
び
に
親
鶯
は

　
　
弘
経
大
士
宗
師
等
　
元
辺
の
極
唇
面
を
抵
済
し
た
ま
ふ
　
道
俗
時
衆
共
に
同

　
　
心
に
　
唯
斯
の
高
僧
の
説
を
信
ず
べ
し
と
（
真
冬
全
二
の
四
六
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
弘
経
大
士
宗
師
」
と
は
上
に
述
べ
た
三
国
（
印
度
、

中
国
、
日
本
）
に
亘
る
浄
土
教
の
祖
師
、
七
高
僧
を
指
す
。
ま
た
親
鶯
の
曾
孫
喉

首
（
一
二
七
〇
1
＝
二
五
一
）
が
著
し
た
『
御
伝
紗
下
』
に
は

　
　
し
か
る
に
い
ま
唯
有
浄
土
の
真
説
に
つ
い
て
、
添
な
く
か
の
三
国
の
祖
師
、

　
　
お
の
お
の
こ
の
一
宗
を
興
行
す
。
こ
の
所
以
に
愚
禿
（
6
）
勧
む
る
と
こ
ろ
更
に

　
　
私
な
し
。
（
真
聖
再
三
の
六
五
こ

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鶯
自
身
は
自
分
の
述
べ
る
所
は
す
べ
て
三
国
の

七
高
僧
の
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
分
の
考
え
は
全
く
な
い
と
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
独
自
の
発
揮
が
極
め
て
顕
著
な
の
で
あ
る
。
親
驚
の

自
分
は
三
国
祖
師
（
七
高
僧
）
の
意
を
継
承
し
た
だ
け
で
あ
り
、
自
分
の
考
え
は

少
し
も
述
べ
て
い
な
い
と
い
う
姿
勢
は
無
論
親
鶯
の
謙
虚
な
人
格
の
な
さ
し
め
た

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
自
分
の
述
べ
る
他
力
の
浄
土
真
宗
は
仏
意
に
適
い
、
三
国

祖
師
の
意
に
も
適
う
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
独
断
で
は
な
い
真
実
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
表
す
た
め
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
私
は
親
驚
の
教
え
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
一
、
他
力
の
救
い
、
二
、
現
世
か

ら
の
救
い
、
三
、
悪
人
の
救
い
、
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
一
の
他
力
の
救
い
に
つ
い
て
は
、
七
祖
全
員
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
員
が

彌
陀
の
本
願
に
信
順
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
る
の
で
は
あ
る
が
、
完
全
に
聖
道
門
諸

行
を
廃
し
て
本
願
に
依
る
念
仏
一
行
専
修
の
主
張
を
し
た
の
は
法
然
で
あ
っ
た
。

こ
の
念
仏
一
行
の
み
で
他
の
行
は
一
切
廃
捨
す
べ
き
と
す
る
主
張
は
『
浄
土
三
部

経
』
の
当
面
の
意
や
七
祖
の
釈
の
当
面
に
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
貞
慶
（
＝

五
五
－
一
二
＝
二
）
の
『
興
福
寺
奏
状
』
、
高
山
（
一
一
七
三
－
一
二
三
二
）
の

『
握
並
並
』
、
『
催
邪
輪
荘
厳
記
』
等
の
激
し
い
反
論
、
非
難
が
あ
っ
た
の
も
当
然

と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
非
難
に
対
応
し
更
に
他
力
的
に
展
開
し
た
の
が
親

鶯
独
自
の
国
主
で
あ
る
『
浄
土
三
部
経
』
の
中
の
『
観
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
に

隠
顕
が
あ
る
と
す
る
三
経
隠
顕
釈
で
あ
り
、
四
十
八
願
の
中
に
真
実
の
願
と
方
便

（
仮
）
の
願
が
あ
る
と
す
る
願
海
真
仮
論
で
あ
る
〔
エ
。
報
三
二
土
に
つ
い
て
も
真

実
願
（
十
八
願
）
酬
報
の
土
が
真
実
報
土
で
あ
り
、
方
便
願
（
十
九
願
、
二
十

願
）
酬
報
の
土
が
方
便
化
土
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
天
親
（
本
願
力
回
向
）
、

曇
鶯
（
往
還
二
回
向
）
の
示
し
た
回
向
論
に
つ
い
て
も
、
里
親
、
曇
驚
に
お
い
て

は
行
者
（
願
生
者
）
の
回
向
で
あ
る
が
、
目
蒲
は
こ
れ
を
彌
陀
の
回
向
と
し
、
独

自
の
他
力
回
向
義
を
釈
顕
し
た
。
そ
し
て
信
心
も
念
仏
も
と
も
に
彌
陀
よ
り
回
向

さ
れ
た
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
の
現
世
か
ら
の
救
い
の
強
調
に
つ
い
て
は
、
現
生
正
定
聚
（
現
生
不
退
）
を

主
張
し
た
。
こ
れ
は
『
浄
土
三
部
経
』
の
当
面
お
よ
び
龍
樹
を
除
い
た
七
高
僧
の

釈
に
も
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
尤
も
龍
樹
が
現
生
不
退
を
述
べ
た
『
十
住
毘

婆
沙
論
』
は
、
上
述
の
よ
う
に
聖
道
経
典
で
あ
る
『
華
厳
経
』
の
十
地
顔
を
解
釈

し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
浄
土
教
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
は
ま
さ
に
親
心
の
発
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揮
と
い
え
る
宮
）
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
浄
土

教
で
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た
臨
終
来
迎
の
否
定
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
全
く
他
者
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
（
9
）
。

　
三
の
悪
人
の
救
い
に
つ
い
て
は
善
導
の
『
観
経
四
帖
疏
』
「
玄
義
分
」
に
「
撮

ん
で
凡
夫
の
為
に
し
て
聖
人
の
為
に
せ
ざ
る
こ
と
を
来
し
証
す
」
（
真
聖
全
一
の

四
四
八
）
と
あ
り
、
元
暁
（
六
一
七
－
六
八
六
）
の
『
遊
心
安
楽
道
』
に
は
「
浄

土
宗
の
意
、
本
凡
夫
の
為
に
し
て
、
兼
ね
て
聖
人
の
為
な
り
と
」
〔
n
）
と
あ
る
よ
う

に
浄
土
教
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
善
人
よ
り
も
悪
人
こ
そ
が
彌
陀
の
救
い
の
目
当
て
で
あ
る
と
す
る
悪

人
正
機
説
（
n
）
を
主
張
し
、
し
か
も
「
彌
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ

ば
ひ
と
へ
に
親
鶯
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」
（
『
歎
異
事
』
後
序
、
真
聖
全
二
の
七

九
二
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
こ
そ
が
最
も
罪
の
深
い
悪
人
と
し
た
の
は

法
然
に
も
な
か
っ
た
親
鶯
独
自
の
も
の
と
い
え
よ
う
（
理
。

む

す

び

　
以
上
三
国
に
亘
る
浄
土
真
宗
の
展
開
を
述
べ
た
。

　
上
に
述
べ
た
よ
う
に
親
鶯
の
い
う
浄
土
真
宗
と
は
『
末
灯
紗
』
一
に

　
　
選
択
本
願
は
浄
土
真
宗
な
り
。
（
真
聖
全
二
の
六
五
八
）

と
あ
る
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
十

八
願
の
他
力
の
教
法
こ
そ
が
釈
尊
の
出
世
本
懐
の
教
法
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
親

驚
の
教
判
の
二
双
四
重
判
に
お
い
て
は
横
超
、
真
仮
偽
判
に
お
い
て
は
真
と
し
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
第
十
八
願
の
他
力
の
教
法
（
浄
土
真
宗
）
こ
そ
が
最
高
の
真

実
の
教
法
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
（
邑
。

　
上
述
の
よ
う
に
鶏
魚
が
浄
土
真
宗
と
述
べ
る
第
十
八
願
の
教
法
は
釈
尊
の
説
い

た
経
典
（
『
大
元
量
寿
経
』
）
に
源
を
発
し
、
主
と
し
て
三
国
（
印
度
、
中
国
、
日

本
）
に
亘
る
七
高
僧
に
継
承
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
親

鶯
自
身
は
『
正
信
偶
』
の
結
び
に

　
　
言
論
大
士
宗
師
等
　
元
亨
の
極
墨
客
を
抵
済
し
た
ま
ふ
　
道
俗
時
衆
共
に
同

　
　
心
に
　
唯
識
の
高
僧
の
説
を
信
ず
べ
し
と
（
真
聖
全
二
の
四
六
）

と
述
べ
、
ま
た
『
高
僧
和
讃
』
に
は

　
　
智
慧
光
の
ち
か
ら
よ
り
　
本
師
走
空
あ
ら
は
れ
て
　
浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ

　
　
つ
　
選
択
本
願
の
べ
た
ま
ふ
（
真
鰯
全
二
の
五
＝
二
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
親
鶯
自
身
は
三
国
に
亘
る
七
高
僧
に
継
承
展
開
さ
れ
た
浄

土
真
宗
に
遇
わ
し
て
頂
い
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
取
り
、
さ
ら
に
『
正
像

末
和
讃
』
に
は

　
　
三
朝
浄
土
の
大
師
等
　
哀
慰
摂
受
し
た
ま
ひ
て
　
真
実
信
心
す
す
め
し
め

　
　
定
聚
の
く
ら
み
に
い
れ
し
め
よ
（
真
聖
全
二
の
五
二
）

と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
三
朝
浄
土
の
大
師
等
」
（
三
国
に
亘
る
七
高
僧
）
が

我
々
を
あ
わ
れ
み
真
実
信
心
を
す
す
め
定
聚
の
く
ら
み
に
い
れ
し
む
る
の
で
あ

る
、
と
述
べ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
自
分
は
た
だ
七
高
僧
の
教
え
を
継
承
す
る
の

み
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
こ
の
和
讃
に
お
け
る
「
真
実
信
心
す
す
め
し
め

　
定
聚
の
く
ら
み
に
い
れ
し
め
よ
」
と
あ
る
言
葉
に
、
現
世
か
ら
の
救
い
を
強
調

し
、
経
典
や
七
高
僧
の
当
面
の
意
を
か
え
て
、
現
生
正
定
聚
、
臨
終
来
迎
否
定
を

主
張
し
た
豊
年
の
発
揮
と
救
済
体
験
に
よ
る
信
念
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
述
の
曾
孫
宮
窪
が
著
し
た
『
御
伝
年
下
』
に
「
愚
禿
勧
む
る

と
こ
ろ
更
に
私
な
し
。
（
真
聖
全
三
の
六
五
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
は
面
高
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僧
の
教
え
に
た
だ
信
順
す
る
の
み
と
述
べ
る
よ
う
に
、
土
平
自
身
の
思
い
は
そ
う

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
事
実
の
と
こ
ろ
は
親
鶯
自
身
の
救
済
体
験
か
ら

生
じ
た
信
念
と
確
信
に
よ
る
多
く
の
発
揮
が
な
さ
れ
、
大
き
な
展
開
が
な
さ
れ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

註
（
1
）

（
2
）

43vv
（
5
）

76vv
「
真
宗
」
を
浄
土
の
真
実
の
教
え
と
い
う
意
味
と
す
る
用
法
は
善
導
の
『
観
経
四

帖
疏
』
「
散
善
義
」
に
「
真
宗
遇
ひ
興
し
」
（
五
聖
全
一
の
五
五
九
、
「
行
巻
」
引

用
、
真
聖
全
二
の
三
四
）
、
法
照
の
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
に
「
念
仏

成
仏
は
盗
れ
真
宗
旨
「
念
仏
三
昧
是
れ
真
宗
」
（
「
行
悩
」
引
用
、
真
聖
全
二
の

二
四
）
と
あ
り
、
親
鶯
以
後
の
一
遍
（
一
二
三
九
一
一
二
八
九
）
の
『
一
遍
上

人
全
集
』
（
春
秋
社
）
に
「
浄
土
の
教
門
を
書
し
、
真
宗
の
奥
義
を
う
け
給
し
程

に
」
（
五
頁
）
と
あ
り
、
著
者
不
詳
（
恐
ら
く
真
宗
外
）
の
『
安
心
決
定
紗
』
に

「
浄
土
真
宗
の
行
者
は
」
（
真
聖
全
三
の
六
一
五
）
等
と
あ
る
。
尚
、
鳳
嶺
（
一

七
四
八
－
一
八
一
六
）
の
『
安
心
決
定
紗
記
巻
二
』
に
は
「
浄
土
真
宗
以
下
の

文
は
第
十
八
願
を
挙
ぐ
る
に
付
い
て
の
前
置
き
な
り
。
（
中
略
）
近
頃
こ
そ
浄
土

真
宗
の
別
名
の
よ
う
に
な
り
た
れ
ど
も
。
古
代
の
書
物
を
見
る
に
鎮
西
（
鎮

西
、
西
山
）
の
二
家
が
み
な
浄
土
真
宗
と
い
ふ
也
。
」
（
真
宗
大
系
三
一
の
＝
二

一）

ﾆ
あ
る
。

豆
蒔
の
玄
孫
存
覚
（
一
二
九
〇
一
＝
二
七
三
）
の
『
重
要
紗
』
、
（
真
上
全
二
の

二
六
五
）
。

『
浄
土
三
部
経
と
七
子
の
教
え
』
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
〇
八
、
七
）
九
二
頁
。

七
祖
の
中
で
龍
樹
以
外
の
他
の
六
祖
は
彼
土
不
退
（
客
土
正
定
聚
）
を
述
べ
て

い
る
。

念
仏
一
行
の
専
修
の
主
張
は
七
高
僧
の
平
冠
に
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
善
導
に

お
い
て
正
行
の
中
に
正
定
業
（
念
仏
）
と
助
業
（
要
論
、
観
察
、
礼
拝
、
讃
歎
）

の
分
別
は
す
る
が
助
業
を
下
血
す
る
の
で
は
な
い
。

親
鶯
の
こ
と
。

拙
著
『
浄
土
真
宗
が
わ
か
る
本
』
（
教
育
新
潮
社
、
一
九
九
四
年
十
二
月
）
第
二

章
第
一
節
第
二
項
、
第
三
項
、
四
五
頁
以
下
。

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

幸
西
（
一
一
六
三
－
一
二
四
七
）
の
『
玄
義
心
置
』
「
柏
槙
門
」
に
「
然
れ
ば
則

現
身
得
不
退
の
益
…
…
入
正
定
聚
と
い
う
は
一
念
を
指
す
な
り
」
と
あ
る
と
こ

ろ
は
、
親
驚
の
現
生
正
定
聚
論
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る

が
、
「
証
一
団
為
之
法
楽
は
初
地
、
三
生
三
国
二
三
所
畏
長
時
起
行
は
万
行
円

備
、
果
極
菩
提
は
仏
果
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
往
生
し
て
窪
地
を
得
、
そ
れ
か

ら
、
万
行
を
修
し
て
仏
果
を
得
る
の
で
あ
り
、
親
鶯
の
現
生
正
定
聚
と
は
内
容

の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

拙
稿
「
親
善
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
の
現
実
的
意
義
」
（
印
仏
研
究
第
五
一
の

一
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
。

浄
土
宗
全
書
六
の
六
二
五
、
『
選
択
集
』
埋
門
章
引
用
（
真
聖
全
一
の
九
三
〇
）
。

『
遊
心
安
楽
道
の
「
浄
土
宗
の
意
、
本
凡
夫
の
為
に
し
て
、
兼
ね
て
聖
人
の
為
な

り
と
」
の
文
は
善
導
よ
り
前
と
思
わ
れ
る
迦
才
の
『
浄
土
寺
』
（
里
並
六
の
六
四

三
）
に
あ
る
。
尚
、
近
年
『
遊
心
安
楽
道
』
の
著
者
は
元
暁
で
は
な
く
、
少
し

後
代
の
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

拙
著
『
浄
土
真
宗
が
わ
か
る
本
』
（
教
育
新
潮
社
、
一
九
九
四
年
十
二
月
）
第
二

章
第
二
節
第
二
項
悪
人
の
救
い
、
六
三
頁
以
下
。

近
年
悪
人
正
機
説
と
い
う
べ
き
で
は
な
く
、
悪
人
正
話
説
と
い
う
べ
き
だ
と
い

う
意
見
が
あ
る
。
こ
れ
は
悪
人
正
機
説
と
い
う
の
で
は
『
盆
点
抄
』
第
三
の
自

力
修
善
の
善
人
を
否
定
し
「
他
力
を
た
の
み
た
て
ま
つ
る
悪
人
も
と
も
往
生
の

正
因
な
り
」
（
真
聖
全
二
の
七
七
五
）
と
述
べ
て
「
他
力
を
た
の
み
た
て
ま
つ
る

悪
人
」
に
プ
ラ
ス
価
値
を
語
る
親
鷲
思
想
の
画
期
性
を
否
定
す
る
も
の
だ
と
い

う
。
親
驚
が
自
力
要
門
真
門
を
厳
し
く
否
定
し
「
罪
福
ふ
か
く
信
じ
つ
つ
　
善

本
修
習
す
る
ひ
と
は
疑
心
の
善
人
な
る
ゆ
へ
に
方
便
化
土
に
と
ま
る
な
り
」
（
真

聖
全
二
の
五
二
四
）
等
と
述
べ
善
本
修
習
の
ひ
と
を
「
疑
心
の
善
人
」
と
疑
め

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
親
鶯
は
自
己
を
あ
く
ま
で
も
極
重
悪
人
と
み
た
の

で
あ
り
、
自
己
を
悪
人
と
い
う
こ
と
に
プ
ラ
ス
価
値
を
語
っ
て
い
る
と
は
思
え

な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
は
取
り
上
げ
な
い
。

同
右
、
第
二
章
第
一
節
第
五
項
教
判
論
、
五
四
頁
以
下
。


